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（教育基本法との対照表） 
                                                                               
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

103-64 高等学校 国語 論理国語  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104・数研 論国・708 論理国語 

 

１．編修の基本方針 

⚫ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識・技能を培い、確かな国語力を育成する。 

⚫ 言葉の働きについて理解を深めるとともに、言葉を通して社会と関わる態度を養う。 

⚫ 論理的・批判的・創造的思考力と、他者との関わりのなかで自分の考えを深化させる力
を伸ばす。 

⚫ 現代社会の諸問題に対する幅広い関心と、言語文化の担い手としての自覚を育む。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 

第一章 

■弱いつながり 
・ インターネット上での人と人との「つながり

方」を論じた評論により、主体的に社会の形成
に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと
を意図した。（第 3 号） 

p.12～p.17 

逆説 
・ 芸術作品を鑑賞する喜びを論じた評論により、

豊かな情操と創造性を培うことを意図した。
（第 1 号・第 2 号） 

・ 主体的、能動的に「驚く」ことの重要性を論じ
た評論により、創造性を培い自主および自律の
精神を養えるようにした。（第 2 号） 

p.18～p.33 

具体と抽象 
・ 「生きる意味を育むコミュニティー」の創造に

ついて述べた評論により、主体的に社会の形成
に参画する態度を養うことを意図した。 
（第 3 号） 

・ 事物を抽象的にとらえる利点について述べた評
論により、幅広い知識と教養を身につけ真理を
探究する態度を養うことを意図した。 
（第 1 号） 

p.34～p.53 

言葉と創造 
・ 西欧近代芸術と日本の俳句を「添削」という観

点で比較した評論、異言語・異文化でも共通す
る概念について述べた評論により、我が国と他
国の文化双方を尊重し、国際社会の平和に寄与
する態度を養うことを意図した。（第 5 号） 

p.54～p.69 

近代と現代の視点 
・ 地球環境保全をテーマにした評論により、生命

や自然を大切にする態度を養うことを意図し
た。（第 4 号） 

・ 「近代」「科学・技術」について述べた評論に
より、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度を養うことを意図した。（第 1 号） 

p.70～p.113 

情報と社会 
・ 原初的な「不思議」の重要性を論じた評論、現

代社会の仕組み・構造を「群衆」「スポーツ」
p.114～p.137 



 

などの観点で分析した評論により、幅広い知識
と教養を身に付け、真理を求める態度を養うこ
とを意図した。（第 1 号） 

言葉と思考 
・ 「日本語の論理性」というテーマの評論によ

り、我が国の伝統と文化、および他国の伝統と
文化をともに尊重する態度を養うことを意図し
た。（第 5 号） 

・ 「偶然」と「必然」を哲学的・神学的に分析し
た評論により、幅広い知識と教養を身に付け、
真理を求める態度を養うことを意図した。 
（第 1 号） 

・ 地球環境保全をテーマにした評論により、生命
や自然を大切にする態度を養うことを意図し
た。（第 4 号） 

p.138～p.167 

文章の背景 
・ 現代社会の仕組み・構造を「安楽への隷属」と

いう観点で分析した評論により、幅広い知識と
教養を身に付け、真理を求める態度を養うこと
を意図した。（第 1 号） 

P.168～p.198 

 

 

 

 

 

第二章 

文化の認識 
・ 自文化を相対化して他文化を理解する重要性を

訴える評論、学問と政治の関係を論じた評論に
より、我が国と郷土を愛するとともに、他国を
尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度
を養うことを意図した。（第 5 号） 

p.200～p.227 

社会の枠組み 
・ 戦後日本社会の構造を分析し、近代的な自由の

意味を問う評論により、正義と責任などを重ん
ずるとともに、公共の精神に基づき、主体的に
社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度
を養うことを意図した。（第 3 号） 

・ 労働の意味を考察する評論により、自主・自律
の精神を養うとともに、職業と生活との関連を
重視し勤労を重んずる態度を養うことを意図し
た。（第 2 号） 

p.228～p.261 

情報と知性 
・ 近年急速に発達している「人工知能」について

の評論、また「メディア」についての評論によ
り、文系・理系の枠にとらわれず、幅広い分野
の知識と教養を身に付けることを意図した。
（第 1 号） 

p.262～p.291 

環境と人間 
・ 「人間の意志や選択の自由」についての評論に

より、幅広い知識と教養を身に付け、真理を求
める態度、自主及び自律の精神を養うことを意
図した。（第 1 号・第 2 号） 

・ 地球環境保全について論じた評論により、生命
や自然を大切にする態度を養うことを意図し
た。（第 4 号） 

p.292～p.314 

思索の深化 
・ 「顔」を主題として精神と身体の関係を問い直

す評論により、幅広い知識と教養を身に付け、
真理を求める態度を養うことを意図した。 
（第 1 号） 

・ 「無常」についての評論により、伝統と文化を
尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土
を愛することができるように意図した。 
（第 5 号） 

p.315～p.333 

物語と表現 
・ 「本歌取り」についての評論により、伝統と文

化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛することができるように意図した。
（第 5 号） 

p.334～p.348 

表現編 



 

報告書を書く 
・ 調査結果および自身の考えをまとめる活動を通

して、知識と教養を身につけ、真理を求める態
度を養えるようにした。（第 1 号） 

p.350～p.355 

小論文を書く 
・ 自身の考えを深めたり、適切に表現したりする

ための基本的な方法を身につけ、さまざまな事
柄に対して主体的に取り組む態度を培うことが
できるようにした。（第２号） 

p.356～p.359 

資料編・見返し 

チェックポイント 
・ 主に論理的文章、資料などの文体・表現・構成

・背景について深く掘り下げて解説すること
で、抽象的かつ論理的な思考力を身につけ、自
国および他国の文化・社会への理解を深められ
るようにした。（第１号・第５号） 

p.360～p.391 

ズームアップ 
・ 主に論理的文章、資料などで扱われるテーマの

背景知識について深く掘り下げて解説すること
で、抽象的かつ論理的な思考力を身につけ、自
国および他国の文化・社会への理解を深められ
るようにした。（第１号・第５号） 

p.392～p.399 

近現代文学史年表 
・ 近代以降の文学史を概観できる年表を掲載する

ことで、伝統と文化を尊重し、それらをはぐく
んできた我が国と郷土を愛する態度を養えるよ
うにした。（第５号） 

P.400～p.408 

評論キーワード 
・ 主に論理的文章・資料などで用いられる言葉に

ついて、その意味やつながりを知ることで、抽
象的かつ論理的な思考力を身につけ、自国およ
び他国の文化・社会への理解を深められるよう
にした。（第１号・第５号） 

p.409～p.413 

表現キーワード 
・ 「思考」「動作」「感情」「物事の様子」に関

する複数の語を、各語の意味の違いに注意しな
がら確認することで、日本語表現の奥深さを実
感し、伝統と文化を尊重する態度を養えるよう
にした。（第５号） 

p.414～p.423 

見返し 
・ 各題材に関連した資料などを通して、より学習

の理解を深め、幅広い知識と教養を養えるよう
にした。（第１号） 

前見返し 

後見返し 

  
３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

⚫ 学校教育法第５１条第２号「一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得
させること」を踏まえ、教材の読解にとどまらず、教材に関連したテーマの理解を深め
たり、基本的な言語技術を確認したり、読書活動につなげたりできるような「解説」
（コラム）を随所に掲載した。 

⚫ 学校教育法第５１条第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会

の発展に寄与する態度を養うこと」を踏まえ、各教材末には、現代社会のさまざまな話

題や問題を多角的な視点から考察できる設問や言語活動例を多数用意した。 

 

  







書く 読む

⑴ ⑵ ⑶ ⑴ ⑵ ⑴ ⑵
弱いつながり エ イ 12 2

【チェックポイント1】主張の明確化 ウ 17

逆説 手の変幻 エ ア 18 3

【ズームアップ】芸術作品の「多面性」 ア 25

胆力について ウ・エ イ 26 4

具体と抽象 「内的成長」社会へ オ イ 34 3

【ズームアップ】資本主義社会と本当の「豊かさ」 ア 41

「具体」から「抽象」へ キ ア 44 3

【チェックポイント2】定義と抽象化 ア・イ 52

言葉と創造 添削の思想 カ イ 54 2

国境を越える言葉 キ 60 2

【探究の扉】ニュースとコミュニケーション エ イ 65 1

近代と現代の視点 未来世代への責任 カ イ 70 3

【ズームアップ】地球環境問題 ア 76

〈近代〉の入口と出口の間 ア・イ ア・イ・ウ ウ・オ イ 80 3

【チェックポイント3】語彙 ア・イ 90

科学・技術の歴史の中での社会 エ イ 92 3

【ズームアップ】近代科学の功罪 ア 101

【探究の扉】科学の現場 イ 102 1

【探究の扉】科学と生命 イ エ 106 1

【チェックポイント4】文体と構成 エ 112

情報と社会 白紙 ウ ア ウ 114 2

擬似群衆の時代 ア ア 120 4

消費されるスポーツ ア・イ イ 128 4

言葉と思考 日本語は非論理的か オ・カ イ 138 5

【ズームアップ】日本文化を理解する ア 145

偶然とは何か カ ア 146 4

【ズームアップ】「自由からの逃走」？ ア 155

野生の「クジラ」と人間の「鯨」 オ オ 156 4

【チェックポイント5】情報の視覚化 イ 166

文章の背景 「安楽」への全体主義 イ ア ア・ウ エ 168 5

【チェックポイント6】背景理解と解釈 ア 180

【ズームアップ】大衆消費社会 ア 182

【探究の扉】現代日本の開化 ア 184 8

【探究の扉】漱石が生きた時代 ア ア 192 5

文化の認識 「いき」の美学 ア・イ・ウ ア・エ ア 200 3

「文化が違う」とは何を意味するのか？ カ オ 208 4

【ズームアップ】文化相対主義 ア 216

学問の政治性 イ・エ ウ 218 4

【チェックポイント7】主張とその前提 ア 226

社会の枠組み 「である」ことと「する」こと ア・イ イ 228 4

【ズームアップ】「近代」とは何か？ ア 248

人はなぜ働かなくてはならないのか イ・エ ウ 250 5

情報と知性 人工知能はなぜ椅子に座れないのか ア ア カ ア 262 4

【ズームアップ】AIと正しく向き合う ア 270

メディアのテロル カ オ 272 4

【探究の扉】人と共にある図書館の未来は明るい ウ・キ 280 1

【探究の扉】図書館と「ものがたり」 ウ・キ エ 284 1

【チェックポイント8】多面的な視点 ア・ウ 290

環境と人間 意志と選択 ウ ア カ ア 292 4

【チェックポイント9】仮説と検証 ウ 299

環境と心の問題 ア・カ オ 300 4

エコロジーのミューズを求めて ア ア 308 4

思索の深化 顔の所有 ア ア 315 4

【ズームアップ】「精神」と「身体」は分離できない ア 322

無常ということ ア ア 323 4

２．対照表

学習指導要領の内容
該当
箇所
［頁］

配当時数

単元 教材
知識及び技能

思考力，判断力，表現力等
A 書くこと B 読むこと

図書の構成・内容



物語と表現 【探究の扉】我が国と諸外国の若者の意識に関する調査 イ・エ 334 1

【探究の扉】希望を語る イ・エ ウ 336 3

本歌取り イ ア ア 342 5

表現編・資料編 報告書を書く イ・オ・カ イ 350 6

小論文を書く ウ・オ・カ ウ 356 3

巻末チェックポイント・ズームアップ エ ア ア 360

評論キーワード ア・イ 409

表現キーワード ア・イ 414

Ａ 書くこと 50

Ｂ 読むこと 90

合計 140




